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1.　緒 言

スマートプロセス学会では、次のようなテンプレートを用意しました。和文フォントはMS明朝 （著者名、見出しはMSゴシック）、英文フォントはTimes New Romanとする。



2.　・・・・の特性

本研究では、・・・・
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参考文献は本文中では上付きにする。
参考箇所の右肩に１つの場合1)、２つの場合1), 2)、３つ以上の場合1-3)のように通し番号を付ける。
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4.　実験結果と考察

[bookmark: _Hlk177637803]　数式のフォントはTimes New Romanとする。フォント変更が必要な場合は下記URLの変更手順を参照する。
https://smartprocess.or.jp/contents/publication/magazine/pdf/procedure-f.pdf

5.　結 論

本研究では、・・・
・・・・・・・実験結果から次のことを示した。
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